
恩
寵
の
巡
礼
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て

（上）
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一
絶
対
王
制
確
立
期
に
お
け
る
農
民
闘
争
の
一
形
態
一

富

岡

次

郎

…
〔
薯
呂
イ
ギ
リ
詐
言
王
糊
肇
期
の
璽
要
葎
の
；
で
あ
る
愚
婦
の
巡
礼
し
の
叛
乱
ξ
い
て
は
・
従
藷
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
・
ま
蕊

磁
無
難
雛
躍
鍵
筋
影
黙
劇
簿
鞍
讐
暴
け
転
載
謹
諏
館
無
矯
罷
臨
黙
謙
撚

宴
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
器
お
よ
び
そ
霊
へ
闘
の
分
裂
と
叛
乱
の
敗
北
の
過
程
を
考
察
す
る
。
言
と
L
、
・
の
叛
勢
鷹
的
籍
を
明
か
に
す
る
と
瀧
怠

ぞ
、
ジ
。
ζ
リ
み
上
昇
転
化
の
姿
を
具
鋳
に
弛
萌
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

鼠
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
聞
題
の
所
在
1
…
学
説
史
展
望

三
、
農
民
蜂
起
の
経
過
（
以
上
本
号
）

四
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
同
盟
と
指
導
（
以
下
次
号
）

五
、
叢
民
の
再
蜂
起
と
敗
北

六
、
結
　
　
び

一
　
は
じ
め
に

　
コ
恩
寵
の
巡
礼
」
貞
、
剛
6
　
℃
昌
ぴ
蔓
婦
ぎ
影
σ
q
o
o
出
O
目
9
8
　
一
α
も
Q
①
一
ω
『

と
は
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
小
修
道
院
解
散
令
を
契
機
と
し
て
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
叛
乱
を
さ
す
。
私
は

こ
の
事
件
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
視
角
か
・
り
と
P
あ
げ
よ
う
と
思

㌔
つ
。噛

ず
こ
の
運
動
は
北
部
全
州
お
よ
び
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
に
わ
売
る



　
　
広
範
な
地
域
に
お
こ
り
、
約
五
〇
・
○
○
○
に
近
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教

　
　
徒
を
蜂
起
さ
せ
た
大
叛
乱
で
あ
9
、
絶
対
主
義
確
立
期
に
お
け
る
一

　
　
六
世
紀
の
一
連
の
激
烈
な
農
畏
闘
争
の
発
端
を
飾
る
竜
の
で
あ
り
、

　
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
史
上
お
よ
び
農
民
闘
争
史
上
、
注
目
す
べ
き

　
　
事
件
で
あ
り
な
が
ら
、
わ
が
国
の
学
界
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
内
容
が

　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
紹
介
さ
れ
ず
、
歴
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
お
よ
び
性
格
が
明
確
に

　
　
う
ち
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
究
明
す
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
の

　
　
問
題
と
な
る
。

剛催
　
　
つ
ぎ
に
、
大
塚
久
雄
氏
の
業
蹟
を
中
心
と
し
て
わ
が
西
洋
史
学
界

9
に
す
ぐ
れ
た
「
．
↓
ご
研
究
が
行
貌
て
き
た
こ
と
は
い
ま
さ

（
　
ら
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
結
果
ヨ
ー
マ
ン
ー
－
申
産
的
生
産
者
層

て卯　

ｪ
絶
対
王
制
の
成
立
を
推
進
す
る
「
主
体
的
社
会
的
塞
礎
」
で
あ
P
、

騰、

ﾚ
劉
欝
藻
擁
簿
磐
曙
免
鑛

融，

ﾟ
蕩
く
ジ
・
ソ
ト
ー
論
が
饗
の
幾
つ
き
、
絶
対
主
義
権
力

晒
⑳
養
は
ジ
、
ン
・
り
盛
る
と
い
身
え
が
脚
光
を
・
φ
び
て
き

鮮
　
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
が
ど
の
よ

明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

寵
　
う
に
し
て
絶
対
主
義
権
力
の
機
構
の
中
に
あ
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
か

愚「
　
を
示
す
労
作
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
恩
籠
の
巡
礼
」

に
竜
多
数
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
参
加
が
み
ら
れ
る
が
、
果
し
て
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
の
興
隆
と
絶
対
主
義
と
の
有
機
的
な
関
聯
は
い
か
に
説
明

さ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
私
は
で
き
る
か
ぎ
り
、
こ
の
運
動
を

旦
一
体
酌
に
分
析
し
て
、
第
一
に
、
絶
対
主
義
下
に
お
け
る
農
民
闘
争

の
一
つ
の
あ
り
方
を
、
第
二
に
は
、
そ
こ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
役
割
を
考
察
し
た
い
。

①
こ
の
叛
乱
を
取
扱
つ
た
も
の
は
杢
尾
昭
忠
「
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
の
農
浅
抗
争
一
特
に
愚
寵
の
巡
礼
に
つ
い
て
～
」
　
（
九
州
大
挙
西
洋

　
史
滋
累
細
集
｛
第
リ
ニ
輯
）
の
鵡
調
稿
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

②
　
大
塚
久
雄
「
近
代
欧
洲
経
済
史
序
説
」
上
ノ
ニ
、
な
お
岡
田
与
好
氏
の

　
力
稿
「
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
働
壊
の
墓
本
的
特
質
」
e
・
◎
、
　
「
社
会
科

　
学
研
究
」
五
巻
二
、
三
号
参
照
。

③
最
近
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
論
に
関
す
る
労
作
と
し
て
は
、
越
智
武
臣
「
莫

　
国
地
・
王
制
の
一
考
察
」
西
洋
史
磁
ず
二
瞬
輯
、
吉
岡
昭
彦
「
イ
ギ
リ
ス
絶
対

　
王
綱
成
立
期
の
農
昆
層
『
分
解
』
一
」
商
学
論
集
二
三
巻
五
号
、
田
申

裕
「
絶
対
王
制
と
ぜ
ン
ト
リ
ー
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
創
立
二
五

　
周
年
記
念
論
文
集
、
進
藤
牧
郎
「
中
世
後
期
に
お
け
る
マ
ナ
構
造
ー
ジ

　
エ
ン
ト
リ
…
形
成
の
一
一
附
提
i
」
金
沢
大
轡
Ψ
法
文
堂
・
曲
郁
払
綱
渡
法
経
鷲
…
1
、

　
小
松
芳
喬
「
ヂ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
考
」
（
英
国
次
只
本
主
義
の
歩
み
）
。
越
智
氏

　
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
論
を
㍑
枕
二
三
四
係
　
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
ジ
ェ
ン
ト
リ

　
馨
を
範
動
的
に
地
主
的
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
と
為
事
的
ジ
ェ
ン
ト
リ
｝
に
分
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け
、
鋭
い
分
析
を
示
さ
れ
た
。
吉
阿
氏
は
封
建
末
期
に
お
け
る
「
気
質
贋

　
分
解
の
二
つ
の
道
」
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
分
解
と
審
生
地
主
的
分
解
）
に
摺
目

　
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
竜
絶
対
王
制
の
桂
会
的
基
盤
と
し
て
の
雄
山
生
地
主
制
が

　
存
在
し
た
と
い
う
新
し
い
見
解
を
う
ち
た
て
ら
れ
た
。
北
部
の
ジ
ェ
ン
ト

　
リ
ー
は
豊
麗
矧
的
に
は
霰
属
篇
氏
の
い
う
地
虚
約
ジ
ェ
ン
ト
リ
聖
で
あ
り
吉
阿

　
氏
の
い
う
寄
生
地
主
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

④
、
、
、
私
は
こ
の
鵡
醐
丈
の
研
究
の
対
象
を
一
応
、
蓮
動
の
政
一
治
禍
｝
程
に
限
定

　
し
、
経
済
構
造
は
後
目
改
め
て
考
察
す
る
。

二
　
問
題
の
所
在
一
学
球
史
展
望
一
…

　
恩
寵
の
巡
礼
に
関
す
る
学
説
典
を
整
理
す
る
と
、
大
体
二
つ
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
一
は
、
　
こ
の
運
動
を
修
道
院
解
散
に

反
対
す
る
細
教
徒
の
「
宗
教
運
動
」
と
す
る
説
で
あ
り
、
第
二
は
、

絶
対
王
制
に
反
抗
す
る
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
」
と
す
る
説
で
あ

る
。
宗
教
運
動
説
に
は
ラ
ッ
セ
ル
㌘
奮
。
炉
ド
ッ
ズ
¢
○
象
伊
ヴ

ェ
ラ
コ
ッ
ト
＜
o
一
一
騨
O
O
欝
”
　
ヒ
ュ
ー
ズ
頴
姐
σ
亀
財
。
自
り
が
一
国
ふ
9
る
。
ラ
ッ

セ
ル
は
十
⊥
ハ
世
紀
の
多
く
の
曲
皇
民
闘
争
を
一
一
つ
に
類
別
詣
，
る
。
　
一
つ

は
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
一
連
の
敦
会
改
革
に
反
対
す
る
「
宗
教
叛
乱
」

ぞ
あ
り
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
ご
撲
、
恩
寵
の
巡
礼
、
デ
ヴ
ォ
ン
シ

諏、

沿
龜
п
i
一
五
㎎
九
）
、
北
」
都
領
・
王
分
細
微
乱
（
　
五
六
八
）
か
こ
の
灘
…

の
一
揆
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
も
う
一
つ
は
農
昆
の
社
会
的
不
満

を
基
調
と
す
る
純
粋
の
「
農
民
一
揆
」
で
あ
り
・
、
こ
れ
は
市
民
革
命

を
指
向
し
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ュ
ア
反
対
の
た
め
の
ケ
ッ
ト
隊
窪
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

風
脚
（
一
五
四
九
）
が
こ
の
典
型
で
あ
る
と
す
る
。
ド
ッ
ズ
は
恩
寵
の
巡

礼
の
基
本
的
原
因
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
修
道
院
に
対
す
る
愛
情
で

・
あ
っ
た
と
み
・
て
い
る
。
、
修
〃
道
院
鯉
川
散
反
対
へ
の
椿
嵐
撚
が
ジ
ェ
ン
ト
．
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

i
と
農
罠
と
を
階
級
を
超
越
し
て
結
合
さ
せ
た
。
ド
ッ
ズ
は
農
民
層

に
お
け
る
社
会
的
不
満
の
意
義
を
認
め
て
い
る
が
、
農
民
の
要
求
は

村
落
共
同
体
の
諸
権
利
を
擁
護
し
ょ
う
と
す
る
反
動
的
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
て
、
重
大
か
つ
有
力
な
要
素
で
は
な
い
と
考
え
た
。
ヴ
ェ
ラ
コ
ッ

ト
は
1
3
ッ
ズ
と
同
じ
よ
う
な
見
解
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
や
早
旦

の
政
治
的
祉
会
的
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
叛

乱
の
墓
調
は
修
道
院
解
散
反
対
を
ス
露
ー
ガ
ン
と
す
る
宗
教
叛
乱
で

　
　
　
　
　
　
④

あ
る
と
し
て
い
る
。
ヒ
ニ
ー
ズ
は
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
こ
撲
を
信
搾

○
た
め
の
叛
乱
と
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
北
部

諸
州
の
巡
礼
は
宗
教
的
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考

　
　
⑤

え
る
。

　
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
説
に
は
ト
ー
ニ
ー
、
｛
、
触
“
≦
お
ざ
ゲ
イ
9
学

バ
ス
カ
ー
ヴ
ィ
ル
］
W
一
驚
副
。
讐
慧
｝
o
の
諸
見
解
寮
あ
る
。
ト
；
二
一
は
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「思綴の巡礼」の腿史的性格について（上）　（蜜阿）

封
建
末
期
の
叛
乱
を
二
つ
に
類
型
化
し
、
十
五
世
紀
の
叛
乱
を
申
央

政
府
に
対
し
て
一
地
方
の
全
階
級
が
結
…
捜
し
た
封
建
的
叛
乱
と
特
長

づ
け
、
　
十
⊥
ハ
世
紀
の
農
民
闘
華
”
を
咳
払
民
階
…
無
燃
か
岬
総
髪
的
d
利
蛍
口
闘
一
鞭
の

対
立
を
通
じ
て
地
主
階
級
に
対
し
て
立
上
る
と
い
う
経
済
的
階
…
級
闘
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

争
と
規
定
し
た
．
。
彼
は
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
一
揆
と
恩
寵
の
巡
礼
を
基

へ
　
　
も

本
的
に
は
ま
だ
十
五
世
紀
型
の
封
建
的
叛
乱
と
考
え
る
。
し
か
し
彼

は
こ
こ
に
十
五
世
紀
型
か
ら
十
六
世
紀
型
へ
の
過
渡
的
様
相
を
み
て

　
⑥い

る
。
こ
れ
に
対
し
ゲ
イ
は
農
民
の
農
業
的
な
不
満
の
意
義
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ず
、
こ
の
一
撲
を
は
っ
き
り
と
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
」
と
す
る
。

バ
ス
カ
ー
ヴ
ィ
ル
は
小
一
二
一
の
見
解
に
近
く
、
小
農
民
の
果
し
た

大
き
な
役
割
を
重
視
し
つ
つ
も
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
主
導
の
一
五
と
み

　
　
　
　
⑤

な
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
要
従
来
の
学
説
史
的
展
望
で
あ
る
が
、
運
動
の
政
治
過

程
を
詳
細
に
調
べ
る
と
、
上
述
の
何
れ
の
学
説
に
も
対
し
て
も
私
は

不
満
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ま
ず
、
宗
教
運
動
説
か
ら
検
討
す
る
と
、
こ
の
叛
乱
は
た
し
か
に

小
修
道
院
解
散
を
契
機
と
し
て
勃
発
し
て
お
り
、
一
五
三
六
年
十
月

二
日
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
ピ
。
葺
7
に
き
た
修
道
院
解
散
の
國
王

使
節
お
よ
び
調
査
委
員
を
教
区
民
が
襲
劃
し
た
事
件
が
蜂
起
の
導
火

　
　
　
　
⑨

線
と
な
っ
た
。
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
お
よ
び
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
お
い
て
・

立
上
っ
た
叛
徒
の
ス
算
ー
ガ
ン
に
は
、
い
認
9
，
れ
に
・
も
「
修
道
院
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

反
対
」
が
明
示
さ
れ
て
お
P
、
一
揆
に
は
多
数
の
司
祭
。
修
道
士
が

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
修
道
院
が
一
揆
に
金
や
食
糧
を
提
供
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
纂
実
も
み
ら
れ
る
。
（
第
一
表
参
照
）
。
一
五
三
六
年
十
二
月
初
に
叛

徒
は
国
王
へ
提
出
す
る
二
四
露
悪
の
要
求
を
作
成
し
た
が
、
聖
職
者

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
聖
職
者
会
議
を
開
い
て
、
そ
の
作
成
に
一
役
を
演
じ
た
。
こ
の
一
．
伍

う
な
わ
け
で
聖
職
者
が
恩
寵
の
巡
礼
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
役
割
を

演
じ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
叛
乱
に
対
し
て
教
会
は
決
し
て
組
織
体
と
し
て
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
な
か
っ
た
し
、
教
皇
は
最
後
ま
で
賛
意
を
表
明
し
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
参
知
し
た
修
道
士
や
聖
職
者
と
い
え
ど
も
、
そ
の
大
半

は
積
極
的
に
撃
つ
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
切
鶏
昏
露
華
院
長

が
叛
乱
鎮
定
後
の
取
調
の
と
き
に
「
恐
れ
と
号
泣
と
．
震
え
か
ら
食
糧

と
金
と
を
提
供
し
、
　
一
揆
に
参
蒲
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
を
激
励

　
　
　
　
　
　
⑲

し
た
こ
と
は
な
い
。
」
　
と
陳
述
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
こ
れ
を
物

語
っ
て
お
り
、
聖
職
者
は
農
民
に
強
一
要
さ
れ
、
生
命
と
財
産
の
喪
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
恐
れ
て
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
表
で
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

印
の
つ
い
て
い
る
の
は
参
卿
を
強
制
さ
れ
た
修
道
院
で
あ
る
。
托
鉢
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第1表 参加した修道院および教区

州

ヨ　一　ク　シ　ヤ　ー

リ　ン　カン　シャ　ー

ノーサムバーランド

カンーバーランド噂

ラ・ン　カ　シ　ヤ　ー

ウェストモアラン13

修道院および教区

ABridlington　p．

A・Nrewburgh　p．

AByland　a．

△W猛bya．

轟Rievユulx　a．

AiMarton　p一

ムK二1rkhユm　p．

AGuig．borough　p．

AiY［ountgrace　Carthusians

Ferriby　p・

AJervaulx　a．

Sawley　a．

Fountains　a．

St　Agatha’s　a．

AYork　St　iY［ary’s　a．

ABardney　a．

AI〈irkstead　a．

AGrimsby　P－

Louth　？ark　a．

ABarling　a．

Revesby　a．

△Louth教区

Caister教区

rxothwell教区

Th・resway敦区

Elkhユgton教区

Beユchf・rd教区

ITIexam　a．

Nesy’minster　a．

1－lo］m　Cultram　a．

Lanercost　p・

AWhalley　a．

AFurness　a．

Clapham教区

摘 要

院長，鯵道士2，保有農1！が参加，
20’　noblesを寄付

修道士2が参加，40shillingsを寄付

修道士2が参加，40shillingsを寄付

修道士2が参加，40shillingsを寄付

修道士2が参魏

修道士2が参加

修道士2が参加

修道士2が参加

修道士2が参煎

20nobiesを寄付

院長が参加

院長，修道士21が蜂起の中心⑱

前院長が参加

修道院解数に積梗的｝（抵抗

院長が参加。金，食繊，入を供給

修道士が参加

全修道：＝ヒが参力百，　金と食糧を提歪鴛

修道士が参加

修道士が参加
院長，高位聖職者6が参加，金と食
糧を提供
修道士が参加

教区司祭数人が参擁

教区司祭が参加

敦区司祭が参加

敦区司祭が参加

聖職者が通力li

教区司祭が蜂起を指導

副院長と付属修院長が蜂起を措導

修道院解撒：に抵抗

院長，修道士，保有農全員が参加

修道院解散に抵抗

院長，修道士8が参加
修道士が一揆のために入と金を集め
た

教区司祭が蜂起の主導者

註　P・＝pr三〇ry a．　＝＝　abbey
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「愚寵の巡礼」の歴史的性格について（上）　（富閥）

修
道
士
や
世
俗
司
祭
の
下
級
聖
職
者
が
蜂
起
の
指
導
者
に
な
っ
て
い

る
の
が
み
ら
れ
る
が
、
高
級
聖
職
者
は
こ
の
危
険
な
運
動
に
参
加
す

　
　
　
　
　
　
⑲

る
の
が
不
本
意
で
、
何
ら
の
激
励
も
あ
た
え
て
い
な
い
し
、
逃
亡
し

た
も
の
さ
え
あ
る
。
ヨ
ー
ク
大
司
教
り
ー
ゼ
o
O
は
農
民
蜂
起
の
報

に
接
す
る
や
、
ポ
ン
テ
フ
ラ
ク
ト
城
に
逃
亡
し
、
こ
の
城
が
陥
落
し

た
と
き
、
他
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
と
共
に
巡
礼
の
な
、
か
に
強
制
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
，

加
え
ら
れ
た
の
ぞ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
後
に
一
揆
の
人
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

向
っ
て
コ
恩
寵
の
巡
礼
」
を
非
難
し
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
「
聖
職
者
は
剣
を
と
る
べ
き
で
な
い
」
と
語
り
、
「
國
王
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

抵
抗
は
罪
悪
で
あ
る
」
と
説
教
し
て
、
人
民
を
積
激
さ
せ
た
。
ま
た

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
…
出
身
の
家
出
卿
ポ
ー
ル
℃
o
］
①
は
参
籠
の
巡
礼
に
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳

の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
ノ
＜
§
ひ
9
♂
団
痔
づ
Φ
葺
ρ
纂
讐
。
｝
μ
”

の
諸
修
院
長
お
よ
び
ダ
ラ
ム
司
敏
は
一
揆
の
徒
に
捕
え
ら
れ
る
の
を

　
　
　
　
　
　
⑰

恐
れ
て
逃
亡
し
た
。
そ
れ
に
興
味
あ
る
こ
と
に
は
、
　
一
揆
が
修
道
院

の
た
め
に
蜂
起
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ち
ず
、
O
o
＜
o
ユ
匡
ご
ど

　
　
⑳
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
⑪
　
　
．
　
　
　
⑳
　
　
　
⑧

ノ
く
窪
窪
9
μ
し
Φ
引
馬
唐
罫
ビ
。
σ
q
一
）
o
霞
一
戸
ρ
↓
楓
昌
。
ヨ
○
舞
F
累
。
昌
9
窟
な
ど
の
多

く
の
修
道
院
は
襲
繋
あ
る
い
は
掠
奪
さ
れ
、
グ
ラ
ム
や
リ
ン
カ
ー
ン

の
司
敏
館
が
打
こ
わ
さ
れ
た
。
（
第
四
表
参
照
）
。
ま
た
大
修
道
院
が
こ

の
運
動
に
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
σ
　
た
と
え
ば
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
三
大
修
道
院
（
↓
プ
民
宿
。
望

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

QQ

圏
｣
α
営
ぴ
q
”
○
属
。
凱
巴
乱
）
は
全
く
喜
件
の
外
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

事
実
を
考
え
る
と
、
　
「
恩
寵
の
巡
礼
」
を
カ
ト
9
ッ
ク
藪
徒
の
単
な

る
宗
教
運
動
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
説
の
検
討
に
う
つ
る
と
、
叛
乱
の

指
導
層
が
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
叛
乱

の
総
司
令
ロ
バ
ー
ト
。
ア
ス
ク
閑
。
ぴ
。
碁
珍
犀
。
は
騎
士
の
子
息
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
り
、
　
ヨ
ー
ク
シ
み
、
1
の
法
律
家
で
あ
っ
た
。
　
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー

の
闘
争
に
お
い
て
｝
」
o
暮
『
て
は
六
名
、
O
鉱
。
。
轡
銭
で
は
六
名
、
類
窪
H
げ

ρ
“
舞
器
で
は
六
名
、
罵
象
8
影
で
は
二
名
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
が
蜂

　
　
　
　
　
　
　
⑧

起
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
が
い

か
に
指
導
権
を
握
っ
て
い
た
か
は
第
二
次
休
戦
会
談
直
前
ポ
ン
テ
フ

ラ
ク
ト
に
お
い
て
…
開
催
さ
れ
た
叛
乱
軍
の
代
表
考
会
議
（
δ
。
。
O
高
O
・
b
。

一
轟
）
の
構
成
を
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
は
貴
族
六
名
、
騎
士
二

四
名
、
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
ニ
七
島
、
農
民
一
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
騎

士
階
層
を
含
め
て
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
層
が
圧
倒
的
多
数
を
し
め
て
い

る
。
　
（
第
二
袈
参
照
。
）
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第2表 ポンチ7ラクト会議の構威1メンバー

＃

Lords

（6名）

　　AI．Qrd　N’evill，　ALord　Scrop，　ALord　Laty・mer，　Lord　Conzeres，

1．《Lord　Lumley，ムエ，ord　Darcy．

tit

K面ght5

（24名）

1

△Sir　Robert　ConstaUey　Sir∫a血es　Strangwace，ムSir　Christofer　Danbア，

atL　Si．r　［｛”honias　1’lilton，　ASir　XIVilliam　Constable，　ASir　John　Constable，　S　ir

　？eter　Vauasour，

ASir　Ralf　Ellerl・：er，　Sir　Chtistofer　1｝lijyerd，　ASir　Robert　ITeville，　ALSir

Oswold　NVillisthorp，

Sir　FJd“’ard　Gower，　ASir　George　Datcy，　ASir　NVilliam　Fa＞，rfai，　Sir

Nicolas　Fayrfax，

Sir　XViiliam　Maliore，　Sir　Ralph　Bulmer，　Sir　NVilliam　Bulincr．　ASir
　Stevyn　1－lamerton，

”LSir　John　Daundy，　Sir’　George　Lauson，．ASir　Richard　Tempest，　Sir
　Thomユs∫Q王MSQII，

《S童rHenワGαSQ丑アe．

Escueres

（盟濫）

Commons

（16名）

ARol・）ert　Aske，　・　deJolm　of　Norton，　eRichard　Norton，　YNoger　Lassels，　Mr．

　王）1ace，

　Mr．　Fulthing，　ARobert　Bowes，　Arxichard　Bowes，　．1］｝a］ewere，　Barton　pf

Whアエユby，

　Richard　Lassels，　ily（［r　Redman，　Allamerton，　Mr．　Ralf　Btxlmer，　ARichard
　．“’letlmen，

　Ealtmarsh，　？almers，　AAcland，　nLRudston，　APIimton，　Myddilton，
Allerton，

Malleuere　of　XVeddesome，　Robert　Chaloner，　AXVilliam　Babthorpe，
？．．ither，

　Marmadulce　Neville．　’

Robert　？ullen，　Nicholas　Musgrave　and　6　others　frem　？enrith，　XVilliam

Col］ins　a．　nd　Brown　from　the　borough　of　1〈endal，　i）vfr　Duclcett，　Edward

Manser，　．Mr　Strickland，

tinthony・　Langthorn，　John　Ayrey　and　Plarry　Bateman　fro；n　the　barony

　of　Kendal．

註 ムー強制参加㊨一霞由慧憲参加

E．　1－1．　R．　vol．　v．；　Dodds，　The　Pigrimascre　of　Grace，　1536－7，

and　the．　Exeter　C・nspiracy　1538・v・1・1・より作成
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覧愚寵の巡礼」の歴史的性格について（上）　（富岡）

　
こ
の
よ
う
な
事
実
の
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
　
「
恩
寵
の
巡
礼
」
を

’
な
る
ほ
ど
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
と
規
定
す
る
の
も
鉦
描
理
．
て
は
・
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
指
導
酌
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
を
一
入
一

人
可
能
な
か
ぎ
り
検
討
す
る
と
、
彼
ら
の
大
部
分
が
こ
の
事
件
の
初

発
か
ら
加
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
強
制
的
に
指
導
者
に
さ
れ
た
人

女
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
蜂
起
の
初
発

か
ら
加
っ
て
い
た
の
が
認
め
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
は
わ
っ
か
に

二
名
に
す
ぎ
な
い
。
（
第
二
世
紀
愚
挙
）
。
　
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

名
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
強
制
参
加
で
あ
る
。

北
部
の
指
導
者
の
揚
合
で
も
、
六
名
の
貴
族
の
う
ち
区
○
く
旨
噛
ω
9
（
も

ら
五
名
、
二
四
名
の
騎
士
の
う
ち
の
浮
囲
○
ぴ
。
詳
6
9
§
讐
践
ρ
O
Q
淳

Ω
肖
ジ
ε
h
窪
U
巳
旨
鴫
ら
一
五
名
、
二
六
名
の
エ
ス
ク
”
．
イ
ア
の
う

ち
男
魯
O
詳
掛
。
・
犀
○
ら
九
名
が
参
加
を
強
制
さ
れ
た
。
　
（
第
二
．
表
の
鳥

印
）
。
乏
浅
貯
彰
竃
。
疑
勇
畠
が
裁
判
の
と
き
証
…
処
し
て
い
る
よ
う
に

「
こ
の
地
方
の
す
べ
て
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
は
こ
の
琳
揆
に
飽
き
て

お
り
、
一
揆
を
遺
憾
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
生
命
を
恐
れ

て
・
、
彼
ら
の
意
見
を
人
民
の
前
に
敢
て
示
す
勇
気
が
な
か
っ
た
の

⑪だ
」
。

　
こ
こ
に
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
説
に
対
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
手
ば
な

し
に
賛
成
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。
な

お
い
ま
少
し
く
考
察
を
す
す
め
る
と
、
理
論
的
に
は
そ
も
そ
も
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
は
領
主
的
封
建
権
力
か
あ
る
い
は
絶
対
主
義
権
力
を
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

と
し
て
い
る
階
級
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
封
建
権
力
を
か
さ
に
き
た

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
層
が
ど
う
し
て
封
建
権
力
に
対
抗
関
係
に
あ
る
小
農

民
・
小
市
民
と
共
同
闘
争
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
疑
問
に
ぶ

つ
か
る
。
こ
こ
ぞ
私
は
農
民
闘
争
を
取
扱
う
夢
合
に
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
．
で
あ
る
が
、
指
導
層
と
そ
の
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

は
厳
に
区
別
す
べ
き
ぞ
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、

論
を
進
め
よ
う
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
恩
寵
の
巡
礼
」
の

主
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
、
第
二
に
こ
の
運
動
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
の
役
割
を
考
え
よ
う
。

①
搾
芝
●
切
巳
い
①
二
戸
㊦
窩
．
・
・
図
g
亀
坤
（
曽
ぎ
瓢
。
門
出
。
＝
内
”
H
G
。
q
ρ
毛
．
ト
っ
ム
・

⑨
墨
寡
・
民
男
』
。
＆
二
、
囮
ピ
①
譲
σ
・
『
ぎ
p
σ
q
①
。
晦
9
p
。
3
蕊
？
装
置

　
日
μ
島
臨
6
国
呂
9
0
門
O
o
湿
い
覧
舜
。
罵
一
q
G
D
O
Q
触
一
ψ
一
9
く
。
一
齢
H
り
や
“
ω
・

③
　
回
ご
箆
こ
℃
℃
●
“
G
Q
心
℃
b
σ
悼
O
・

①
＜
凶
簿
9
p
9
弓
蔓
甲
H
聾
。
掌
H
・
営
8
げ
・
・
寓
「
ρ
＜
。
ピ
員
箒
。
雪
O
山
ひ

⑤
　
℃
・
類
賃
σ
q
｝
茜
伊
巨
財
。
青
翠
。
「
臼
p
口
。
昌
貯
趨
ロ
σ
Q
H
p
β
斜
一
り
q
紛
℃
℃
・
邸
㊤
専
一
ω
悼
H
．

⑥
碧
寓
・
↓
p
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℃
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ポ
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呂
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月
三
日
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駐
寅
に
お
い
て
國
費
補
助
金

　
の
徴
収
人
を
襲
繋
し
た
の
が
叛
乱
勃
発
の
契
機
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が

　
こ
れ
は
誤
で
あ
る
。
O
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℃
o
ご
碧
9
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目
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く
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門
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O
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a
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璃
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℃
甲
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∴
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昌
㈹
瀞
財
匿
謬
。
「
一
。
巳
拶
薯
器
づ
・
”
く
○
♂
く
’
に
よ
り
作
成
。

⑫
こ
こ
の
一
修
道
士
が
有
名
な
「
七
難
の
巡
礼
」
の
歌
を
作
っ
た
。
劉

　
9
欝
ら
掃
×
H
”
“
G
Q
O
（
Q
O
y
蜀
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頃
陰
幻
も
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覧
ワ
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鐸
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；
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鵠
●
耀
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］
囚
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～
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℃
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○
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む
σ
↑
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）

⑬
　
℃
甘
ζ
プ
O
導
噂
O
勺
■
a
門
4
マ
Q
Q
縛
り
．
こ
の
会
鶴
脳
に
出
　
片
し
た
聖
職
者
は
次
の

　
と
お
り
。
〕
（
．
臨
＝
飼
　
拶
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ぼ
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付
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潔
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簿
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話
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修
院
長
…
．
　
ご
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箋
巳
傷
ご
審
H
自
臣
白
U
o
貫
窪
O
昌
敦
区
司
祭
…
　
U
『
℃
蹄
。
汀
2
暴
論
托
鉢
修
嚇
旭
…
説

　
教
士
…
　
　
σ
厩
男
。
ぎ
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托
鉢
修
道
士
旧
　
U
民
O
。
。
「
繋
　
一
、
p
一
骨
。
伊

　
Q
O
箕
ε
謬
出
℃
O
⇔
』
U
O
ニ
ノ
．
e
喜
細
教
区
司
祭
旧
U
汽
H
）
巳
噸
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℃
顕
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】
（
ご
楓
労
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く
忌
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O
二
H
飼

　
教
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司
礁
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。
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．
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℃
噛
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囲
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一
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団
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凶
ご
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U
O
飾
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伊
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ソ

　
O
搾
二
ど
℃
・
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O
Q
悼
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．

⑭
H
）
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句
話
。
ワ
葺
こ
目
M
や
。
。
。
⊃
9

⑮
H
・
．
p
弓
℃
・
×
H
目
（
H
y
O
。
0
9
U
。
象
辞
。
勺
曾
。
ぎ
目
ご
勺
」
ま
噸

⑯
例
1
。
老
ぎ
妻
定
修
院
は
三
i
四
〇
〇
の
一
揆
の
徒
に
襲
繋
さ
れ
、
院

　
長
と
修
溢
へ
士
八
名
は
最
初
は
抵
抗
し
た
が
、
修
道
院
を
擁
脚
か
亀
准
る
の
を
恐

　
れ
て
、
　
一
揆
に
誓
を
し
、
巡
礼
に
参
加
し
た
。
罫
§
島
団
．
×
H
H
　
（
一
）
℃

　
］
b
Q
D
命
℃
］
》
O
q
餌
u
q
匂
O
勺
・
O
津
こ
目
℃
℃
。
ト
つ
一
④
・

　
偶
丑
。
甘
ぢ
U
9
ζ
P
（
ヨ
ー
ク
管
区
長
代
理
）
は
「
度
一
揆
を
さ
け
て
逃

　
亡
し
た
が
、
…
巌
昆
が
彼
の
財
鷹
を
掠
奪
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
聞
き
、

　
恐
れ
て
帰
り
、
巡
礼
に
参
加
し
た
。
目
」
冒
導
畠
℃
・
×
困
H
（
一
y
“
。
。
○
。
噛
H
）
。
象
￥

　
O
℃
・
O
津
こ
囲
℃
で
胃
邸
O
ド

⑭
　
と
く
に
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
に
お
い
て
は
参
加
し
た
聖
職
考
は
ほ
と
ん
ど

　
全
員
、
強
制
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
顕
伊
危
お
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。
や
。
津
こ
．
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ワ
ω
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喫
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⇔
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℃
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（富岡）「愚寵の巡礼」の歴史的性格について（上）
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襲
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三
　
爆
民
蜂
起
の
経
過

　
本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
「
恩
寵
の
巡
礼
」
の
経
過
を
段
階
づ
け

て
お
こ
う
。
　
こ
の
運
動
は
大
き
く
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
i
一
斗
（
一
五

三
六
年
＋
月
二
日
一
＋
三
日
）
と
北
部
の
叛
乱
（
同
年
＋
月
八
翼
一
三
七
年

二
月
十
口
）
と
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
経
過
を
た
ど
っ
て

展
開
し
た
。
曲
両
一
揆
と
も
三
つ
の
局
面
を
も
ち
、
第
一
の
局
面
は
農

民
蜂
起
、
第
二
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
参
加
と
指
導
、
第
三
は
分
裂
と

敗
北
で
あ
る
。
農
民
闘
争
に
お
け
る
主
休
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を

考
察
す
る
に
は
、
第
一
の
局
面
一
農
民
蜂
起
の
段
階
か
ら
給
　
討
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
周
’
知
の
よ
・
り
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五
瓢
コ
ハ
年
十
臼
〃
、
　
小
・
修
叫
遍
院
偲
風
臥
令
艸
か
発
令
・

さ
れ
、
年
価
値
二
〇
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
修
道
院
は
国
王
の
所
有
に
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
解
散
令
に
よ
っ
て
最
も
甚
大
な
打
撃
を

う
け
た
の
は
り
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
と
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
東
部
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

た
。
解
散
の
憂
團
に
あ
っ
た
総
小
修
道
院
二
四
四
の
う
ち
、
前
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
三
四
、
後
者
に
は
二
五
の
小
謡
院
が
あ
っ
た
と
算
定
さ
れ
る
。
両

地
方
は
修
道
院
総
数
九
〇
の
う
ち
五
九
を
央
つ
た
の
で
あ
る
が
う
、

三
分
の
二
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
大
修
道
院
の
多
い
西
部
諸

第3表　　　小．修道院解散

地　　　　方 蓬蓬難 没収年収入
未没収
N収入

i

Lhlcoi且s．

　】

S6 3義 12 31960f　tot【LI，　i．　e，〈；2，3壬6 65，152

Norfolk註11d　Su｛でoik

　
1
4
0

目
8
｝

12 28タ6　　〃　　　　　〃　　62，397 66，026

East　Yorks． 44 25 19 ユ996　　　’ノ　　　　　ノノ　61，725 ぐ7βユ2

AU　NQrth　less
East　Yoゴks．

461 19 幻 ユ5．596　〃　　　　　　1ノ　菱7ユ，656i ぐ9，053

The　7　Westem
@　　　　　CQunties
@　　　　　　　　　　i

75 25 50 6796　〃　　　　　〃　　メ52，322 落2扇！ナ9

”i．’

E一k．　The　7　W’estem　Counties　…　Berks，　1－lants，　Dorset，　Somerset，　XX’ilts，

　Gloucester，　XVorcester；　｝lughes，　The　Reformation　in　England，　vol

　I．，　p．　296．

醒
と
比
較
ナ
る
と
そ
の
影
響
の
大
き
い
の
が
う
か
が
え
る
。

表
参
照
）
。

（
第
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　　　　　　　　第4表　　　　農　民　蜂　起

州 蜂起揚所 陣細脈
リンカン
シヤー

I
IALauth
t
OCaister

n．　1’lorncastle

　BostonE

l
po月2日
I

i　3日
l

I　3H
i・日

導 象対㌦
…

譲
賜攻

紘
ヨC

　　　　　　　　　国王侠箪，修道院土地護受靴製造入④
　　　　　　　　　　ジ＝ントルマン⑤

灘∴籔嶺副石皿ジエントノレメ

教区瞭・彼・四駅霰難司繍地

？　　　　　　　　ジェントルメン，修道院⑩

　　　　E・・　一クシIABeverJey

ヤー
1
ド’Marshland

l・H・wd…hi・e

ト

1。W　cll

I
i△MashαmShire
i
△Kirk1）ysh1re

　Nidderdale

「△Watton
…

i△Holderness
…

i　Cottingham

　HeSS玉e

　Hu駐sleア
　　　　　　　l
　Tranby

△Ha亙ifax

　Riclimond

△Dent

△S三dpton

△Wakcfield
AHutton－
　　Cranswi¢k
ADriffield

AYorkswold

8臼
！0賃

エ0日

11臼

11臼

1！臼

11口

／2目

12日

12日

12日

12日

12H

？

13日

1鯛教圃祭・膿小声
　　i

　　l

17矧小農民2⑳
　　E

22日

？

？

？

小市民3⑪

小農民ら

ジ＝ントルマン2⑬

ヨーク大司教の保有
農

小農民ら

小農民ら

？

ヨーマン⑰

小農民3⑲
？

？

？

？

荘司⑳

？

民5⑳

荘司⑳

荘司，小市民；3⑧

同上

同上

iジ。・…メン⑫

ノーサム
ぐ　　　　　　　　

ノ、｝フン
㌍

OI－lexham

IOAInwick

カンバー
ランド’

APenrith

？

22日

19H

修道副院長，付属修
院長⑧
ジ＝ントルマン⑳

？

？

ヨーク大司教，ノーサムバ
ーランド紬，ジェントルメ
ン。⑭

タゆラム司教，司温点宮，修≡道

院長，ウエストモランド伯，

ジニントルメン⑮
Coverham　’abbeyジェント
ルメン⑯

？

ジェントルメン⑧
？
i
f
・

？

？

？

ジェントルマン②

ジェントルメン⑪

？

悪評地主のカンバーーランド
伯，ジェントルメン⑳

修道院領の借地入，ジェン．
トルメン⑰
？

？

？

修道院領を借地したジェト
ルマン，国王使節⑳

？

小市民4⑫ i㍍編ノレ蹴ジ）＝・．y

ζこカシ1…wl・・

ウェストモ

アランド

12日頃1教区司祭⑭

　　　1
隣鞭畔道蕪ジエ

1△王くendaI

lムKirkby
　　　Stephen

！5剛小市昆2⑳

16日小市民4⑯

1ジェントルメン⑰

ジェントルメン⑳

ダラム　ISepennymoor　t　～i下層市民⑩ iLor¢些U111｝ey父子⑨．

○一ジェントリー蜂起△一農践自身の蜂起
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こ
れ
が
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
；
と
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
を
中
心
に
叛
乱
が
お
遣

　
ヘ
　
　
へ

た
一
つ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
つ
い
ぞ
同
年
十
月
に
は

解
散
笑
施
の
国
王
使
節
が
派
遣
さ
れ
た
。
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
お
よ
び

北
部
全
州
の
多
く
の
村
落
が
相
つ
い
で
蜂
起
し
た
。
各
地
の
農
民
蜂

起
の
事
情
を
表
示
す
る
と
第
四
表
の
ご
と
く
な
る
。

　
第
四
表
の
三
絶
ヵ
所
の
主
要
な
蜂
起
の
う
ち
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
が

初
発
か
わ
指
導
し
た
も
の
は
O
鼠
。
。
8
巴
”
麟
◎
芝
山
。
霧
プ
貯
ρ
缶
竈
一
畠
”

鎖
。
風
餐
影
の
わ
っ
か
四
ケ
所
に
す
ぎ
ず
（
第
四
衷
の
○
印
）
、
ど
。
露
7
”

切
。
〈
o
乙
0
5
溶
9
己
。
｝
を
は
じ
め
二
〇
ヵ
所
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
の
指
導
を
仰
が
ず
、
小
農
民
・
小
市
民
の
み
ぞ
立
上
っ
た

純
粋
の
農
民
蜂
起
が
み
ら
れ
る
。
（
第
四
表
の
△
印
）
。
残
り
の
入
ヵ
所

も
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
指
導
の
蜂
起
で
な
い
推
定
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
て
第
二
表
と
第
四
表
の
資
料
か
ら
、
蜂
起
の
初
発
に
は
、

指
導
層
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
で
は
な
く
、
小
農
民
・
小
市
民
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
か
に
な
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
農
民
蜂
起
を
攻
繋
対
象
か
ら
分
類
す
る
と
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
対
す
る
襲
撃
が
最
屯
多
く
、
　
ご
ド
三
7
尉
。
〈
①
江
。
団

ら
一
八
件
、
貴
族
に
対
し
て
は
ノ
＜
3
器
F
ω
駕
雲
O
浮
ら
六
件
、
国

王
使
節
に
対
し
て
は
ρ
量
9
謀
。
・
ぎ
巨
ら
四
件
、
修
道
貌
お
よ

び
司
教
に
対
す
る
攻
落
が
、
類
○
量
。
器
自
ρ
O
Q
麟
≦
｝
o
団
ら
七
件
も
み

ら
れ
る
。
（
第
四
表
参
照
）
。
全
般
的
に
み
て
曲
置
民
蜂
起
の
段
階
で
は
臨
賀

に
悪
評
の
地
主
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
攻
繋
が
藥
話
し
て
い
る
こ
と
溝

特
長
づ
け
ら
れ
る
。
小
農
民
・
小
市
民
は
信
仰
問
題
に
は
逸
り
関
心

を
示
さ
ず
、
そ
れ
よ
り
も
社
会
改
革
に
一
層
強
い
要
求
を
も
つ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
や
修
道
院
あ
る
い
は
聖

職
至
眉
が
襲
撃
さ
れ
て
い
る
の
を
み
・
て
も
、
こ
の
叛
乱
が
単
な
る
「
｛
示

藪
運
動
」
で
は
な
く
、
ま
た
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
叛
乱
」
で
も
な
い
見

当
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
た
ち
い
っ
て
農
民
自
身
の
不
満

要
求
の
面
か
ら
こ
の
運
動
の
性
格
…
を
究
閉
し
て
み
ょ
う
。

　
十
月
初
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
農
民
大
衆
が
、
逮
捕
し
た
ジ
ェ
ン
ト

ル
メ
ン
に
対
し
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
意
見
は

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
考
え
に
影
響
さ
れ
て
い
な
い
率
直
な
農
民
大
衆
の

気
持
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
以
下
に
引
用
し
よ
う
Q

「
人
々
は
毒
ん
で
国
王
を
教
会
の
首
長
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
国
王
は
す
べ
て

の
聖
職
禄
の
初
穂
料
お
よ
び
十
分
一
際
を
、
ま
た
国
費
補
助
金
を
う
け
と
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
國
王
は
生
涯
の
聞
、
こ
れ
以
上
の
金
を
人
民
か
ら
と

り
あ
げ
る
べ
き
で
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
以
上
、
修
道
院
を
解
散
す
べ
き
で
な

い
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
お
よ
び
　
O
綜
合
曾
ご
匿
畷
畑
　
い
貯
。
巳
孕
　
労
0
9
留
8
び
箆
ざ

4S （！36）
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＜
『
O
「
O
O
偉
O
ご

⑫と
。

U
昏
H
ぎ
　
の
異
端
司
教
は
人
民
に
引
渡
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

　
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
指
口
蒼
黒
に
か
か
げ
〉
ら
れ
た
り
ン
カ
ン
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヤ
ー
一
揆
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
か
な
り
の
え
だ
た
り
を
示
し
て
い

る
。
豊
民
大
衆
は
む
つ
か
し
い
神
学
問
題
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

王
の
敷
畳
首
長
令
を
承
認
し
て
い
る
。
初
穂
料
。
十
分
一
嵩
が
敦
皇

か
ら
イ
ギ
リ
ス
国
王
へ
奪
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
も
不
審
を
い
だ
い
て

い
な
い
。
ま
た
国
王
が
国
費
補
助
金
を
受
領
す
る
の
は
当
然
と
考
え

て
お
り
、
解
散
修
道
院
の
復
旧
を
う
た
わ
W
ず
、
た
だ
国
王
自
身
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

志
に
よ
っ
て
解
散
さ
れ
た
修
道
院
以
外
の
薪
た
な
解
散
に
反
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
零
点
求
と
考
え
ら
れ

る
ユ
ー
ス
法
の
廃
止
は
片
言
も
で
て
こ
な
い
。
要
す
る
に
、
リ
ン
カ

ン
シ
ャ
ー
の
農
昆
た
ち
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
代
蓑
さ
れ
る
政
府
の
無

鉄
砲
な
収
奪
の
強
化
に
反
対
し
て
蜂
起
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

ぞ
あ
る
。

　
北
部
の
一
揆
の
う
ち
で
最
も
純
粋
な
「
農
昆
叛
乱
」
の
形
を
と
っ

た
の
は
ウ
ェ
ス
ト
モ
ァ
ラ
ン
ド
と
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
ぞ
あ
っ
た
。
こ

の
両
州
ぞ
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
と
聖
職
者
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
か
つ

⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
農
民
は
修
道
院
や
藪
会
問
題
に
特
別
の
熱
意
を
示
さ
ず
、
竜
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ば
ら
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ュ
ア
の
打
こ
わ
し
と
悪
評
地
主
へ
の
攻
馨
に
鋒

先
を
集
中
し
、
地
代
や
一
時
金
を
支
払
わ
な
い
で
す
む
よ
う
に
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ン
ト
ル
マ
ン
を
殺
害
し
た
。
こ
の
農
民
の
不
平
不
満
は
一
介
の
代
表

者
会
議
に
提
轟
さ
れ
た
『
ウ
ェ
ス
ト
モ
ア
ラ
ン
ド
の
農
民
要
求
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
求
を
要
約
し
て
み
る
と
、

　
一
、
保
有
地
相
続
料
σ
q
属
鶏
彰
に
関
し
、
小
保
有
地
に
対
し
て
は

　
　
　
低
額
の
網
続
料
で
あ
る
べ
き
こ
と
。

　
一
、
不
在
恥
証
職
血
個
は
翼
下
放
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

　
一
、
十
分
一
税
は
各
人
の
自
由
意
志
に
よ
る
同
意
に
お
き
か
え
ら

　
　
　
山
ル
る
べ
き
こ
と
。

　
一
、
家
畜
や
穀
物
の
上
納
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

　
一
、
共
有
地
と
荒
地
の
囲
込
は
貧
し
い
人
友
の
た
め
に
廃
止
さ
れ

　
　
　
る
べ
身
」
こ
と
。

　
一
、
税
金
は
在
住
聖
職
者
に
対
し
て
も
不
在
聖
職
者
に
対
し
て
も

　
　
　
同
じ
よ
う
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。

　
こ
の
ウ
ェ
ス
ト
モ
ア
ラ
ン
ド
の
農
民
要
求
は
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の

十
ニ
八
条
の
要
求
に
も
比
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
下
之
に
値
す

る
。
農
民
た
ち
は
低
額
の
相
続
料
や
共
有
地
利
用
権
な
ど
長
い
問
闘

争
し
て
獲
得
し
て
き
た
慣
習
権
の
維
持
と
、
さ
ら
に
家
畜
・
穀
物
の
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上
納
廃
止
や
十
分
一
翼
の
自
由
意
志
に
よ
る
決
定
な
ど
封
建
酌
束
縛

の
破
砕
を
絶
叫
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
モ
ァ
ラ
ン
ド
と
カ
ン
バ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ン
ド
に
は
北
部
特
有
の
慣
習
自
由
保
有
権
が
確
立
し
て
い
た
。
農
民

は
こ
れ
ら
の
有
利
な
既
得
慣
習
権
を
修
道
院
解
散
に
よ
っ
て
失
う
の

で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
新
し
い
地
主
が
、
よ
り
重
い
負
担
を
小
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
上
に
か
け
て
く
る
こ
と
を
彼
ら
は
心
配
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
｝
撞
く
酔
毎
客
修
院
長
》
畠
p
影
ω
o
負
げ
巴
p
は
彼
の

保
有
農
が
巡
礼
に
参
加
す
る
の
を
禁
じ
た
と
い
う
理
由
で
農
民
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
吊
し
あ
げ
ら
れ
た
が
、
彼
は
後
に
ロ
ン
ド
ン
堤
内
ゼ
ク
ロ
ム
ゥ
ェ

ル
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
　
「
閣
下
。
あ
な
た
は
修
道

士
や
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
。
満
⇔
9
統
が
一
撲
の
首
謀
者
で
あ
っ
た

と
考
え
る
よ
う
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
。
…
…
…
…
…
農
昆
の
不
平
は

鼠
ご
色
Φ
ぎ
ヨ
の
地
主
制
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。
…
…
…
…
勺
ざ
。
湾
？

筥
μ
己
鵬
。
の
農
民
た
ち
は
『
わ
れ
ら
が
罫
山
日
鉱
霞
旨
の
新
し
い
地
主

を
つ
く
る
だ
ろ
う
…
…
…
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と
い
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鷺
諺
ぎ
ヨ
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ぼ
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＠

じ
よ
う
な
こ
と
を
云
っ
て
い
た
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。
　
　
康

　
こ
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よ
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連
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恩
寵
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巡
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旗
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か
か
げ

な
が
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に
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興
味
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な
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地
代
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下
げ
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囲
込
反
対

に
焦
点
が
む
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評
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ジ
ェ
ン
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ル
マ
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す
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し
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。
こ
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修
道
院
解
散
反
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ロ
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げ
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が
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権
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束
縛
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打
破
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封
建
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小
農
民
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基

本
的
要
求
が
本
流
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流
れ
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い
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い
る
。
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叛
乱
を
財
政
面
か
ら
分
祈
し
よ
う
。
巡
礼
の
兵
士
た

ち
は
一
種
の
志
願
制
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
は
一
日
八
ペ
ン
ス
の
俸

給
を
う
け
た
。
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介
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。
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落
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収
さ
れ
た
。
　
ご
撲
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
　
U
鎚
。
団
が
こ
の

費
用
を
教
区
か
ら
規
則
正
し
く
徴
発
し
、
そ
れ
を
人
女
が
喜
ん
で
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
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れ
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①
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叛
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ェ
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①
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①
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ェ
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ン

50　（ユ38＞



（富岡）偬寵の巡礼」の歴史的性絡にOV・て（上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ト
ル
マ
ン
の
没
収
財
産
で
補
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
れ
は
叛
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③
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
霊
旨
臼
お
よ
び
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
ヨ
ー
ク

　
シ
ャ
ー
全
州
で
は
五
三
の
小
修
道
院
が
鯉
川
散
さ
れ
た
。
麟
・
｝
・
い
・
舅
♂
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①
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⇒
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司
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①
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＜
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．
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国
王
の
た
め
に
守
備
即
さ
れ
た
口
話
＝
へ
逃

　
亡
。
（
類
象
ぎ
旨
ち
℃
・
。
搾
℃
や
．
蕗
。
）

⑳
ひ
つ
酵
簗
。
ぎ
巳
6
§
彰
。
の
酔
の
荘
司
零
ゴ
副
帥
る
。
メ
（
U
。
＆
ど
。
ワ
簿
こ
ご

　
　
ワ
器
O
）

⑳
逃
亡
し
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
。
。
・
含
・
の
家
を
打
こ
わ
し
た
。
（
冒
薮
．
）

⑳
冨
P
ヨ
P
乙
　
誠
を
攻
落
｝
し
、
そ
こ
に
い
た
拶
O
ご
O
暮
冨
O
毒
O
u
・
、
O
O
O
嶺
O

　
ぎ
壽
駅
蒙
。
霧
拭
切
。
壽
伊
↓
ざ
ご
器
男
。
冨
ξ
℃
。
。
畔
麟
。
澤
屯
O
馨
。
鳳
至
。

　
お
ま
び
　
｝
皇
昌
U
p
ζ
⇒
（
ヨ
ー
ク
司
会
総
代
理
）
を
逮
捕
。
（
野
§
餌
賢

　
×
H
図
（
一
）
”
謡
α
為
。
。
。
¢
℃
u
。
＆
“
・
”
。
や
。
博
ゴ
ど
℃
』
8
）

⑳
〉
量
蕊
。
㌍
冒
器
ψ
．
9
漆
）
。
『
こ
。
ぎ
藁
角
已
。
§
こ
。
ぎ
頃
①
毫
琴
ぞ
ρ
覧
。

　
。
h
泣
寝
。
喧
ご
冒
彰
畠
切
環
“
。
剛
邑
H
。
h
蜜
第
色
g
§
℃
Ω
p
喜
p
ヨ
司
教
代
理

　
（
H
三
偶
こ
H
る
●
8
ご

⑳
｝
p
彰
9
守
！
’
、
。
妥
●
（
誓
罫
畑
H
”
ワ
8
Φ
）

⑳
　
亜
獄
堀
貯
地
主
で
あ
っ
た
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
伯
の
家
や
公
園
を
打
こ
わ
し

　
た
Q
（
野
p
孟
や
×
．
H
も
撃
H
）
（
冒
＆
u
。
る
℃
曾
9
二
H
ら
・
b
。
目
）
。
。
一
困
ω
5
）
同
套

　
鵠
ρ
目
。
罫
§
℃
密
。
ぎ
迂
ψ
同
9
μ
も
窪
け
を
捕
え
、
巡
礼
に
参
加
さ
せ
光
。

（
≡
（
ポ
H
こ
う
8
¢
一
δ
）

　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（140）52



（冨岡）「恩寵の巡礼」の歴東的性格について（上）

⑳
　
U
舞
。
畷
　
の
賦
親
事
で
あ
り
晶
壮
司
で
あ
っ
た
μ
、
『
o
舅
P
脇
O
瓜
o
o
が
指
｝
剥
し

　
て
、
約
六
〇
〇
人
が
蜂
起
。
（
H
一
）
陣
創
こ
碁
℃
・
邸
G
O
刈
）

⑳
も
。
響
老
驚
貯
5
男
p
謀
p
x
（
男
①
姦
爆
箕
ざ
屯
、
い
h
p
【
諺
費
）
を
は
じ
め
、
こ

　
の
地
の
大
部
分
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
を
御
器
し
巡
礼
へ
の
参
加
を
強
制
。

　
（
い
・
p
賛
負
℃
．
×
H
H
（
一
y
Q
D
⑩
悼
℃
U
o
自
ら
い
℃
o
ワ
O
霊
℃
冒
℃
．
凶
Q
o
刈
）

⑳
男
。
ぼ
’
鵠
。
臨
属
旨
（
3
0
腕
p
氏
。
出
♂
く
。
三
智
。
犠
p
⇒
負
、
脇
い
窪
く
p
浮
け
Y
匂
ρ
ヨ
O
い

　
O
O
”
玖
P
σ
H
O
O
h
笥
6
0
嵩
き
℃
｝
μ
籏
℃
を
巳
創
O
ご
ざ
H
屯
び
q
窪
露
o
h
属
目
＝
置
針
お
●

、
　
（
ピ
．
p
p
負
や
×
囲
H
（
一
y
Q
D
①
酔
U
o
山
伽
い
℃
o
℃
●
9
『
H
℃
や
H
α
“
一
○
○
）

⑳
　
国
。
銘
蚕
日
融
修
院
脚
長
と
○
く
冒
σ
q
プ
p
ヨ
付
筒
偶
修
院
長
が
こ
の
修
道
院
の
解
岬

　
散
に
反
対
し
て
蜂
起
。
（
H
σ
峯
こ
目
”
勺
。
日
⑩
Q
σ
）

⑳
　
脇
診
道
院
解
｝
散
の
国
王
使
静
即
図
O
げ
①
答
∩
巳
ζ
コ
m
≦
O
o
q
”
O
【
P
翼
ら
と
こ
の

　
修
道
院
を
政
府
か
ら
新
し
く
借
り
う
け
た
Q
合
岸
凋
ゆ
団
昌
。
崔
O
p
ヨ
p
ご
団
を
襲

　
腱
聯
。
（
H
ぴ
嬢
こ
ピ
霞
）
。
H
¢
刈
i
c
G
）

⑳
ノ
ー
サ
ム
バ
ー
ラ
ン
ド
伯
に
よ
っ
て
≦
。
9
！
養
旦
窪
の
職
を
奪
わ
れ
た

　
憩
「
同
昌
㈹
「
碧
⇒
℃
巽
。
翼
が
中
心
で
、
O
e
騨
¢
巳
昌
覧
μ
噸
H
」
m
δ
”
困
b
ご
。
轟
0
り
’
く
ぎ
一

　
プ
0
9
旨
9
日
切
O
飾
q
ρ
導
ら
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
が
合
流
。
　
（
ピ
・
P
β
幽
り
・

　
×
H
℃
“
Q
o
の
”
一
）
O
q
自
重
。
や
。
｛
辞
こ
H
℃
℃
や
一
⑫
o
Q
一
¢
）

㊥
珍
二
δ
⇔
鴇
国
弦
8
㌘
旨
2
5
驕
O
O
ぎ
○
出
び
O
簿
老
プ
O
首
二
宮
O
噸
8
プ
O
ヨ
P
匂
障

　
ゆ
費
げ
①
o
ぎ
農
畏
た
ち
は
彼
ら
の
一
揆
の
趣
旨
の
シ
ム
ボ
ル
と
し
て
、
指
導

　
者
に
局
鉱
門
『
鳴
。
〈
o
塁
さ
℃
搾
罵
℃
Ω
養
藁
械
の
名
前
を
つ
け
た
σ
（
同
p
≦
膨
。
ど

　
臼
、
剛
さ
｝
α
q
養
臥
貸
罫
℃
δ
三
〇
ヨ
匂
℃
9
こ
〇
一
〇
脚
b
o
創
島
y
o
や
。
圃
『
ピ
℃
・
悼
悼
O
）

㊥
　
切
騨
剛
5
℃
O
h
O
舞
嵩
巴
ρ
㏄
同
『
国
自
づ
・
ρ
門
島
一
≦
屋
α
q
『
P
く
ρ
蜀
O
垂
髪
q
臼
9
〈
捧
O
H
O
団

　
（
尚
書
係
）
、
｝
窓
。
ぎ
抵
園
9
’
・
H
電
℃
蒙
。
ぎ
裁
く
8
冨
ダ
む
Q
一
「
｝
つ
｝
き
目
b
勇
一
7
銭

　
（
目
ぴ
一
臼
4
　
H
り
　
℃
℃
．
　
ト
り
悼
O
一
悼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

④
　
教
区
司
祭
の
｝
0
7
け
ト
昏
貯
u
皓
O
昌
が
指
導
し
Y
礁
P
乏
げ
団
修
院
が
蜂
起
の

　
中
心
。
（
目
ト
瀞
⇒
“
℃
・
×
ご
“
O
Q
肝
U
o
幽
畠
ど
。
℃
．
島
『
H
噂
ヤ
ト
り
δ
）

⑱
）
　
修
覇
廻
解
散
の
た
め
の
国
王
使
紳
即
が
　
0
7
㊤
匹
ζ
目
。
そ
の
他
数
カ
所
…
で
襲
凝
串

　
さ
れ
た
。
（
劉
琶
臼
緊
．
×
H
鳩
O
Q
D
9
ご
。
偶
◎
㎝
℃
o
℃
・
o
坤
『
H
”
℃
・
凶
お
）

　
男
霜
毒
醗
い
修
院
長
と
副
軌
事
お
よ
び
　
O
p
吾
H
色
一
修
院
長
お
よ
び
　
り
。
「
島

　
窯
。
気
。
凪
ρ
○
隠
腎
寓
p
「
導
p
鳥
硫
お
瞬
，
口
⇒
緯
乱
㌍
の
搾
国
。
び
①
詳
⇔
乳
嵩
類
び
q
ず
P
ヨ
ら

　
は
一
揆
を
避
け
て
逃
亡
。
（
い
・
p
罫
◎
勺
’
×
炉
り
略
刈
（
悼
￥
U
o
自
負
伊
。
℃
・

　
O
剛
ゴ
炉
や
b
つ
一
〇
〇
）

⑳
日
、
。
置
H
）
。
。
ヲ
話
ざ
雪
解
舞
｝
・
）
詳
8
が
中
心
で
あ
り
、
も
。
冒
冒
自
註

　
目
b
σ
q
ご
。
村
⇔
o
ら
は
曲
辰
艮
た
ち
に
蜂
・
起
し
な
い
よ
う
に
忠
告
を
与
え
て
い
る
。

　
農
民
た
ち
は
「
わ
れ
・
b
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
は
参
加
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
．

　
云
っ
て
い
る
。
（
困
｝
p
μ
負
℃
。
×
囲
囲
（
一
y
⑩
一
白
U
O
負
負
亭
O
℃
・
o
罫
鳩
ど
℃
雪

　
卜
。
屡
…
刈
）

⑳
ω
マ
冒
粍
い
ζ
σ
・
耳
⇔
。
ら
ジ
ェ
ン
ト
メ
ン
を
襲
繋
し
、
囲
込
、
＋
分

　
一
税
、
地
代
の
廃
止
あ
る
い
は
引
｝
ト
げ
ソ
を
葡
ズ
求
し
た
。
（
H
・
。
ρ
類
偶
尾
●
×
團
囲

　
（
H
y
⑦
G
G
刈
　
（
博
）
”
O
甲
ゲ
］
Ψ
o
創
傷
伊
。
℃
・
o
岸
二
ご
　
℃
℃
●
ト
り
り
α
”
憎
一
刈
）

⑳
男
。
げ
¢
答
℃
虞
＝
①
早
累
8
ゲ
。
一
諺
蜜
蕊
び
Q
養
く
ρ
O
劉
瓜
陰
。
同
）
プ
窪
冨
δ
巳
犠
漢
。
》

　
拶
。
び
O
嵩
頃
巳
3
昌
．
（
H
び
峯
4
H
”
℃
．
博
ト
つ
日
）

⑳
　
○
陰
楷
書
ワ
O
旨
P
い
づ
「
7
P
誉
O
欝
℃
G
e
謬
一
9
葺
轡
9
く
銭
H
O
呪
ら
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン

　
を
襲
繋
、
全
部
逃
亡
。
（
H
ご
哉
●
）

⑳
≦
g
。
費
α
（
三
導
罵
甲
剛
翼
（
）
き
u
巨
議
事
く
。
r
H
目
先
）
尋
屋
ら
．

⑪
H
b
鼠
冒
ぎ
H
・
已
三
。
》
o
。
。
お
。
い
把
巳
2
（
ぢ
ぎ
ゴ
m
。
づ
）
（
旨
ト
p
巳
梱
、
・

　
×
嵩
（
一
）
℃
0
一
9
恥
刈
○
O
M
＜
．
O
●
甲
回
二
U
戸
霊
7
p
ヨ
M
H
則
》
ワ
日
O
爵
）
　
　
　
　
囁

＠
い
磐
負
や
×
炉
。
。
q
G
。
馳
麟
。
蚕
嚢
　
ど
。
や
簿
こ
電
・
。
。
8
i
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
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⑬
　
こ
れ
は
第
四
節
で
く
わ
し
く
の
べ
る
が
参
考
ま
で
に
あ
げ
る
と
e
解
散

　
瓦
落
一
院
の
復
旧
、
⇔
園
費
補
助
金
の
免
除
、
㊨
獺
五
職
土
屑
の
十
分
一
角
・
初

　
穂
料
の
和
男
除
、
画
一
ユ
ー
ス
法
の
廃
止
、
園
　
異
端
司
教
の
追
放
、
㈹
U
低
身
分

　
官
僚
の
免
職
。

⑨
O
h
。
芝
白
ざ
諺
。
ぎ
。
ワ
島
一
己
℃
・
同
台
・
、

⑰
畿
β
讐
β
。
や
。
ぎ
H
”
℃
陰
こ
。
8
。

⑯
　
類
。
ζ
7
0
勇
”
o
や
9
賞
輸
ワ
Q
σ
置
●

⑰
回
⊆
亀
．

⑱
　
こ
の
地
方
は
他
処
に
比
べ
て
共
有
地
の
囲
込
が
多
く
、
囲
込
が
こ
の
地

　
方
の
主
な
不
平
で
あ
っ
た
。
す
で
に
一
五
三
六
年
八
月
に
。
肇
マ
μ
、
ぎ
旨
器

　
ノ
＜
7
P
甚
O
昌
が
「
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
に
は
暴
動
が
多
く
、
そ
れ
は
多
分
閣
7
込

　
反
対
の
運
動
で
あ
っ
た
。
」
　
と
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
報
告
し
て
い
る
。

　
（
一
）
o
貸
創
い
り
　
o
℃
曾
　
O
一
仲
4
　
H
●
　
℃
・
　
b
り
し
Q
O
）

⑲
　
臼
p
ぞ
類
。
ざ
。
や
9
ジ
や
Q
o
δ
’

⑩
　
U
o
q
臼
》
o
や
9
ε
ど
や
○
σ
刈
O
－
7

㊥
　
H
玄
鳥
己
目
輸
や
ω
O
㊤
．

㊥
　
鷺
巳
缶
5
ヨ
”
o
や
9
ρ
”
や
Q
σ
お
．

⑭
　
H
卜
管
玉
幽
即
×
昌
（
日
y
δ
Q
◎
9
U
o
角
頭
目
。
や
。
鉾
堕
ど
や
ト
っ
O
悼
．

㊥
　
ピ
・
p
昌
Ω
ダ
×
白
目
（
一
y
H
鴇
⑩
℃
U
o
創
q
伊
。
や
9
汁
こ
H
増
℃
。
悼
O
O
O
齢

㊥
H
＝
無
こ
ど
℃
・
器
ω
．

⑭
H
三
鼎
●

⑰
　
H
三
負
こ
ピ
や
ト
っ
G
Q
Q
Q
．

㊥
ヨ
臼

㊥
　
炉
碧
島
や
山
下
南
H
O
唖
ρ
×
目
　
（
H
y
O
り
c
Q
（
ト
っ
y
U
o
＆
ジ
ε
・
o
一
け
こ
H
層 　

℃
』
。
。
9

⑭
　
例
1
。
ど
ロ
巨
曙
は
9
、
ざ
詳
閉
9
く
ぎ
哩
ご
～
1
、
露
ξ
の
修
道
院
長
か

　
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
シ
ル
リ
ン
グ
を
、
切
端
包
言
ぴ
q
3
β
の
修
外
洋
院
長
か
ら
二

　
〇
ノ
ー
ブ
ル
と
四
ポ
ン
ー
3
を
寄
付
さ
れ
た
。
ア
ス
ク
は
か
か
る
献
金
に
名

　
を
借
り
た
徴
税
を
か
た
く
禁
止
し
た
。
（
H
一
凱
負
こ
H
悔
℃
。
邸
○
ρ
瞬
i
Q
Q
）

　
例
■
。
試
P
簿
O
昌
修
院
の
鉛
が
巡
礼
の
徒
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
ア
ス
ク

　
は
砺
り
お
い
．
心
餌
．
を
う
け
と
っ
た
。
（
い
・
§
q
頃
・
×
畷
（
一
y
O
り
○
○
（
b
◎
y

　
U
o
自
q
ジ
。
や
9
汁
こ
困
M
や
悼
O
Q
O
）

　
　
例
皿
。
　
イ
く
暮
8
躊
修
院
に
あ
っ
た
ノ
」
サ
ム
バ
…
ラ
ン
ド
伯
の
ψ
覧
o
o

　
覧
暮
①
を
没
収
。
（
目
・
．
§
◎
屋
・
×
ど
H
O
こ
。
ρ
σ
＆
（
ぎ
。
ワ
。
貫
”
H
”
や
博
Q
O
O
鳥
）

◎
　
例
工
。
譲
怒
罵
舞
の
教
区
司
祭
U
幅
員
○
峯
ノ
く
嚢
二
屍
が
逃
亡
し
た
の
で
、

　
そ
の
財
産
を
没
収
し
、
そ
の
金
一
〇
ポ
ン
ド
を
一
揆
の
費
用
に
し
た
。

　
（
H
・
●
§
幽
男
・
×
H
噂
Φ
⑩
5
1
U
巳
臼
M
o
や
9
陣
こ
劉
や
悼
Q
。
α
）

　
例
亘
。
税
金
微
取
吏
が
巡
礼
の
徒
に
捕
え
ら
れ
、
断
持
し
て
い
た
三
〇
〇

　
マ
ル
ク
は
一
揆
の
費
用
の
た
め
に
没
取
さ
劇
た
。
（
H
・
。
p
胃
角
℃
・
×
H
”
⑩
り
畷
”

　
U
o
創
鑓
伊
。
や
9
ご
困
℃
マ
拐
0
）

＠
　
こ
こ
で
は
た
だ
毛
織
物
工
業
と
の
関
係
を
展
望
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
で
は
十
二
・
三
世
紀
負
す
で
に
毛
織
物
工
業
が
か
な
り
発

　
贋
し
て
お
り
、
（
類
●
膝
0
9
0
㌍
出
δ
ノ
、
O
交
い
露
お
乏
O
＝
①
冨
鎗
凱
老
O
厩
誓
①
鳥

　
H
μ
“
蕊
三
窪
噌
お
憎
9
℃
℃
．
ω
－
“
）
十
五
枇
紀
ま
で
は
♂
、
o
門
『
冨
。
く
〇
二
薯
が

　
そ
の
中
心
で
あ
り
、
こ
の
両
中
旧
が
ギ
ル
ド
的
特
権
を
も
つ
て
北
部
の
毛
…
識

　
物
業
を
亥
配
し
て
い
た
。
　
（
麟
。
纂
0
7
0
や
9
酌
4
勺
や
こ
〇
一
i
b
ρ
）
　
十
五
世
紀

　
後
半
を
転
機
と
し
て
芝
。
珍
拶
第
ヲ
槻
を
中
心
と
し
て
農
村
毛
織
物
工
業

　
が
急
速
に
発
幽
し
、
＜
。
「
ぎ
蜀
。
く
。
臣
。
図
の
中
世
掬
ギ
ル
び
鵜
市
の
漁
似
元
起

（1｛2）b一’一1

響



（富岡）「恩寵の巡礼」の歴史的性絡について（上）

対
抗
し
た
。
（
呂
㊦
暮
。
百
。
℃
．
o
ぎ
℃
や
ミ
）
瓢
a
篤
p
き
影
弼
。
摯
ノ
く
巳
（
o
諭
。
峯

な
ど
の
曲
辰
村
都
市
が
毛
識
物
業
を
バ
ッ
ク
と
し
て
隆
盛
し
て
き
た
の
に
対

し
、
ギ
ル
ド
都
士
甲
同
W
o
く
。
凱
。
冤
は
没
落
し
て
行
っ
た
。
こ
こ
ろ
み
に
…
四

七
三
－
五
の
二
年
賜
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
苫
言
置
の
毛
織
物
生
産
高
を
衰
示
し

よ
う
。
（
第
五
表
）
。
十
六
世
紀
前
半
に
は
北
部
に
農
民
的
商
品
経
済
が
相

第　5　表

ヨークシャーの毛織物生藤高1473－5（2年間）

York　”・・・・・・・…．・・…．．・”・

丑lalifax　・。・鱒…　時・・…　鱒・…

Ripon　．．・…．・・・…．・’‘・…”’

Almondbury　・…　．・．．・…　．一・

Irlull・一・一一・一・一・一・・一一・・一

1．eeds　．一．．．．．．．．．．．．．4．．．．．．．．

Porrrfret　・・‘・・．・・．，．．d．．：．．．．．

Bradford・．，・・・…　．．t．．・．．．．．．

XVakefield　・・d・・…‘…．．．・・．

Bamsエeア…・………・一…

Doncaster　・一．・．・・．．・．…．・一・

Selby　・・・…　。・・韓・鱒・・・・・・・…

…2，346÷Cl・ths

…　　ユ，493　喜　Cloths

　　　　　　ん

…　　1，386　÷　Cloths

…　427　Cloths

…　426去C1・th5

…　320　Cloths

…　214÷C1・ths
　　　　　　為

…178壼C1・ths

…　160　Cioths

…142　｝　C］・ths

　　　　　　ゆ…　35テCl・ths

…　　　　19　　　Cloths

1－1．　lrleaton，　The　Yorkshire　INroollen　and

Mrorsted　lndustries，　p．　75・

当
根
強
く
か
つ
広
汎
に
滲
透
し
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
。
（
大
塚
久
雄
「
近

代
欧
洲
経
済
史
序
説
」
上
、
周
「
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
」
を
参
照
。
）

　
さ
て
、
こ
の
毛
織
物
と
巡
礼
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
　
銀
p
漢
p
さ

ノ
！
「
巳
お
鳶
色
阜
o
Q
鉱
℃
ε
差
男
凶
℃
o
㌍
類
巳
ご
H
・
ゆ
。
創
ψ
な
ど
農
民
蜂
起
お
よ
び
再

蜂
起
の
地
の
多
く
が
農
村
毛
織
物
工
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
冨
。
く
。
臨
。
団
の

よ
う
な
中
妻
的
ギ
ル
ド
都
塵
甲
で
は
、
再
蜂
起
の
と
き
、
幻
｛
0
7
ヨ
．
（
一
♂
≦
尻
。
ぎ

に
つ
騎
。
門
烈
湾
。
プ
。
昌
M
｝
O
ゴ
ロ
蜀
「
p
β
o
騨
ら
の
小
市
民
が
市
の
十
二
入
門
長
老
会

と
い
う
ギ
ル
ド
的
特
権
市
民
の
会
合
を
破
砕
す
る
た
め
に
立
上
っ
て
い

る
。
へ
］
）
O
臼
鳥
伊
O
℃
噸
O
搾
こ
H
H
”
℃
●
O
困
）
「
揆
勃
発
馬
丁
閣
閉
い
ゆ
に
ヘ
ン
リ
τ
八
世

は
毛
織
物
製
造
業
者
の
不
平
を
し
づ
め
る
た
め
に
、
た
だ
ち
に
毛
織
物
製

造
親
格
嵩
視
制
令
の
実
施
を
㎡
処
期
し
、
大
商
入
や
司
教
の
楓
恢
助
を
え
て
、
毛

織
物
の
大
量
購
入
を
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。
（
H
謀
鮮
・
製
や
障
刈
i
露
一
）

こ
れ
を
み
て
も
こ
の
巡
礼
と
農
村
毛
織
物
業
が
密
接
に
関
係
の
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
が
、
要
す
る
に
、
毛
織
物
工
業
を
中
心
と
す
る
農
昆
的
商

口
照
経
済
が
北
部
と
く
に
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
か
な
り
進
展
し
、
そ
わ
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
農
民
の
…
渕
余
労
働
酬
の
エ
ネ
ル
ギ
3
が
こ
の
農
民
一
揆
の
原

動
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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The　Institution　of　Li－chia（里甲）

　　　　　　　in　Chian－nan（江南）

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　Tatsuo　Obata

　　　The　foundation　for　the　insti撫tioa　of　Li－chia（里甲）of　early　Ming

〈明）D）rn2tstY　through　Ch‘沁暮（清）Dynasty　was　principaU｝r　2L　certain

．number　of　houses．　耳owever，　the　sa・皿e　institutio且dependent　on　a　certain

猟mber．of　n■u　（畝）　beaame　prevalent　ill　middle　Clliira　under　the　reign

・of　K‘ang－17isi　（kk’〈’一ffP．，　1662－1722）．　Such　an　ingtitution　dependent　on　the

mu　was　not　origi膿ted　in　Ch‘i）ng（清）Dynasty，　but　some　of　its　extuu一・

ples　oan　be　traced　back　to　middle　Ming（明）Dynvasty．　The　writer，

奄獅魔?ｓｔｉｇａｔ｛ng　locrxl　sources（地方志），　has　got　to　knQw　thvat　the　method

based　on　theエiumber　of　mu．　was　exceptional　as　early　or　earlier　tl鵬

’the　reign　of　Sirun－cli　（1644－61）．　but　came　to　be　a　rule　under　the　reign

・of　K’ang－lisi．　TI／tis　article　intends　to　describe　1iow　tltis　new　metliod

』was　ctzrried　out　in　C短ang－n鍛（江南）district．

The　Historical　Background　of　the

　　　　　　　Pilgrimage　of　Grace

bア

Jiro　Torinioka

　　Very　little　attention　lras　been　paid　to　the　riot　of　’‘　The　Pilgriintt．cre　of

tGrace　（1536－37）”　which　ls　Qne　of　the　iinportant　incidents　at　the　estab］i一

：shment　of　the　English　absolutisrp．　As　for　the　study　of　the　English

．gentry　in　Japan，　although　some　exce！lent　works　were　published　on　the

、gentry　itse！f　being　co皿｝皿on／y　considered　as　the　socia！　foundation　for

’the　absolutism，　the　relation　between　the　absolutism　and　the　gentry　has

remained　unsolved．　The　prob／ems　discuSsed　in　this　essay　are：　why　a］．id

how　the　small　farmers　bectLme　so　powerful；　whELt　part　the　gentry　played

・hth｛s　incident；and　thus　what鴨s． 狽?ｅ　very　nature　thゴs蜘d．

（　176　）


